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【令和４年度実績】 

1. ネイチャーポジティブへの取組 

「社会との共創」 

No.03 (2)-1 戦略的産学共創の展開, No.04 (2)-2 東北大学発ベンチャーの創出の加速, No.20 

(2)-1 社会の要請に応える研究の推進, No.27 (1)-2 持続可能でレジリエントなグリーン未来社会

構築への貢献 
 

実績報告 

・自然関連財務情報開示タスクフォース（TNFD）フォーラムへの加入 

自然関連財務情報開示タスクフォース（TNFD）は、気候関連財務情報開示タスクフォース

（TCFD）に続く枠組みとして、生物多様性の減少を食い止め回復を目指す「ネイチャーポジティ

ブ」への貢献を目指し、自然資本等に関する企業のリスク管理と開示枠組みを構築するために設

立された国際的組織である。2022年 5月、本研究科の近藤倫生教授と藤田香教授（令和 4年

度生命科学研究科クロスアポイントメント教員、現グリーン未来創造機構所属、生命科学研究科

兼務）が中心となって、東北大学は日本の大学として初めて自然関連財務情報開示タスクフォー

ス（TNFD）フォーラムに参画した。近藤教授が主催する全国規模での環境 DNA観測網

「ANEMONE」等から得られる生物多様性ビッグデータをはじめ、これまで当研究科で培ってきた

生物多様性研究の豊富な知見と研究力を活用してネイチャーポジティブな社会変革の実現に向

けて貢献していく。 
https://www.tohoku.ac.jp/japanese/2022/05/press20220513-02-TNFD.html 

 

https://www.tohoku.ac.jp/japanese/2022/05/press20220513-02-TNFD.html
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・ANEMONE DBの公開と ANEMONEコンソーシアムの設立 

ANEMONE（All Nippon eDNA Monitoring Network）は、当研究科の近藤倫生教授が主催す

る環境 DNAを利用した魚類に関する生物多様性観測ネットワークである。ANEMONEは全国

の大学や国立研究所、行政機関、市民ボランティアの協力のもと日本全国の沿岸や河川、湖沼

等をカバーする環境 DNA調査を実施しており、2017年よりこれまでの調査総数は 4,298回、検

出された魚種は 885種類にのぼる。2022年 6月 2日に近藤教授らは、これまでに蓄積した環

境 DNAデータを統合したオープンデータベース「ANEMONE DB」を一般公開した。さらに、

ANEMONE DBの生態系ビッグデータをもとに新たなネイチャーポジティブなビジネスの創出を

目指す産官学民が交流・連携・情報交換する ANEMONEコンソーシアムを設立した。 

プレスリリース 
https://www.tohoku.ac.jp/japanese/2022/06/press20220602-01-anemone.html 
ANEMONE DB 
https://db.anemone.bio/ 
ANEMONE コンソーシアムの設立 
https://anemone.bio/consortium_ja/ 

 
ANEMONE DB の結果画面 

 
ANEMONEコンソーシアムの HP 

https://www.tohoku.ac.jp/japanese/2022/06/press20220602-01-anemone.html
https://db.anemone.bio/
https://anemone.bio/consortium_ja/
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・生物多様性関連の国際会議への参画と貢献 

当研究科の近藤倫生教授と藤田香教授は生物多様性関連の複数の国際シンポジウムにオーガ

ナイザーやスピーカーとして参加し、重要な役割を果たした。 
   
 
・東京サステナブル・シーフード・サミット：持続可能性をテーマにした国際シンポジウムに藤田香

教授と、近藤倫生教授が登壇。 
https://sustainableseafoodnow.com/2022/speaker/ 

 
東京サステナブル・シーフード・サミットのプログラム 
 

・国連海洋会議（2022年ポルトガル・リスボン）： 藤田香教授は国連海洋会議公式サイドイベント

のコーディネーターとして会議の実施に重要な役割を果たした。 
https://channel.nikkei.co.jp/unocean2022.html 

 
国連海洋会議のイベントHP 

https://sustainableseafoodnow.com/2022/speaker/
https://channel.nikkei.co.jp/unocean2022.html
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 ・国連生物多様性条約第 15回締約国会議（COP15） （2022年カナダ・モントリオール） 

生物多様性の国際目標を決める重要な会議である COP15に藤田香教授が参加した。本学の生

物多様性に係る国際プレゼンス向上に努めた。 
 

・NIKKEIブルーオーシャン・フォーラム 

海の保全や海洋資源の正しい利活用などについて議論しグローバルに発信することを目的ととす

る「NIKKEIブルーオーシャン・フォーラム」（日本経済新聞社・日経 BP）の設立に藤田香教授が

主要な役割を果たし、近藤倫生教授が有識者委員会メンバーとして参画することとなった。 
https://bizgate.nikkei.com/article/DGXZQOLM061EY006032023000000?channel=... 

  

・メディア掲載 

ANEMONEの活動を初めとする東北大の生態学関連の取り組みは、読売新聞（2022年 10月

6日付）や日経新聞（2023年 1月 6日付）、NHKクローズアップ現代（2022年 10月 11日）等の

主要メディアでも取り上げられ、東北大学が強化しつつある生物多様性関連戦略のアピールに繋

がっている。また、Nature (2023年 3月 9日号）に Nature Index Japan 特集の一部として掲載

された本学の記事広告 Mapping aquatic biodiversity and pollution in detailでも、本研究科の

近藤教授の活動に焦点が当てられている。 

 ★TNFD加入.jpg,  ANEMONEDBの画面.jpg,  ANEMONEコンソーシアム.png,  東

京サステナブルシーフードサミット.png,  国連海洋会議.png 

 

2. ダイバーシティ＆インクルージョン（研究科運営指針） 

「業務運営の改善等」 

No.22 (3)-1 優秀な若手研究者の活躍促進, No.24 (4)-1 大学のミッションを遂行するための多様

かつ柔軟な人事システム改革の実行, No.25 (4)-2 ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョン

を尊重する「共同参画」体制の構築 
 
実績報告 

・テニュアトラック准教授制度の創設と国際公募の実施 

優秀な若手 PI獲得のため、テニュアトラック制度を令和 3年度に制定した。この制度を活用し、

「テニュアトラック准教授または教授」1名の国際公募を実施した。外国人研究者 21名、女性 28

名を含む 203名からの応募があり、優秀な外国人教員をテニュアトラック准教授として令和５年

度より採用することとなった。国内外から多数の応募者があったことは、本研究科が世界の研究

者を惹きつける魅力を持つという確かな証である。 

https://bizgate.nikkei.com/article/DGXZQOLM061EY006032023000000?channel=BSH05018
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E2%98%85TNFD%E5%8A%A0%E5%85%A5.jpg
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/ANEMONEDB%E3%81%AE%E7%94%BB%E9%9D%A2.jpg
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/ANEMONE%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%82%BD%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%82%A2%E3%83%A0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E3%82%B5%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%8A%E3%83%96%E3%83%AB%E3%82%B7%E3%83%BC%E3%83%95%E3%83%BC%E3%83%89%E3%82%B5%E3%83%9F%E3%83%83%E3%83%88.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E3%82%B5%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%8A%E3%83%96%E3%83%AB%E3%82%B7%E3%83%BC%E3%83%95%E3%83%BC%E3%83%89%E3%82%B5%E3%83%9F%E3%83%83%E3%83%88.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%9B%BD%E9%80%A3%E6%B5%B7%E6%B4%8B%E4%BC%9A%E8%AD%B0.png
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Natureへの公募の広告掲載の様子 

  

・外国人教員の割合の増加 

令和 4年 4月の本研究科の外国人教員比率は 3.5％であったが、業務委託契約制度などの活

用により令和 5年 7月には 11.5％となり、3倍以上の大幅な増加となった。引き続き業務委託契

約制度やクロスアポイントメント制度なども活用し全学の目標値の 12％の達成を目指していく。 

 
 外国人教員比率の推移の様子 
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 ・3研究科の連携 

 令和 3年度に我が国の代表的な生命科学系独立研究科である大阪大学大学院生命機能研究

科・京都大学大学院生命科学研究科との３研究科連携のための枠組みを、当研究科が中心とな

り新たに構築し、研究科長など運営に携わるメンバーが、運営上の共通の課題について率直な意

見交換を行っている。さらに、令和 4年度は昨年度に引き続き 2回目となる PIとして独立期を迎

える３大学の生命科学系若手研究者のショーケースとなるセミナー「めざせ！近未来の PI」を

2023年 3月 10日に共同開催した（オンライン開催、3研究科より 180名以上の参加登録）。３研

究科の若手研究者による模擬ジョブトークと審査員役の教授による質疑というユニークなフォーマ

ットは発表者と視聴者の双方から好評を博し、今後も 3研究科による連携開催を続ける予定であ

る。なお、昨年度の同セミナーの模擬ジョブトークに参加した当研究科の若手研究者は令和５年

度から他の国立大学のテニュアポストに就くこととなり、本企画の成果が実際に出始めている。 

 
第 2回生命科学系 3研究科合同セミナーポスター 

  

 ★Natureへの公募の掲載.png,  第２回生命科学系 3研究科合同セミナーポスタ

ー.png,  ★外国人教員比率の推移の様子_230707.png 

 

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E2%98%85Nature%E3%81%B8%E3%81%AE%E5%85%AC%E5%8B%9F%E3%81%AE%E6%8E%B2%E8%BC%89.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E7%AC%AC%EF%BC%92%E5%9B%9E%E7%94%9F%E5%91%BD%E7%A7%91%E5%AD%A6%E7%B3%BB3%E7%A0%94%E7%A9%B6%E7%A7%91%E5%90%88%E5%90%8C%E3%82%BB%E3%83%9F%E3%83%8A%E3%83%BC%E3%83%9D%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%BC.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E7%AC%AC%EF%BC%92%E5%9B%9E%E7%94%9F%E5%91%BD%E7%A7%91%E5%AD%A6%E7%B3%BB3%E7%A0%94%E7%A9%B6%E7%A7%91%E5%90%88%E5%90%8C%E3%82%BB%E3%83%9F%E3%83%8A%E3%83%BC%E3%83%9D%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%BC.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E2%98%85%E5%A4%96%E5%9B%BD%E4%BA%BA%E6%95%99%E5%93%A1%E6%AF%94%E7%8E%87%E3%81%AE%E6%8E%A8%E7%A7%BB%E3%81%AE%E6%A7%98%E5%AD%90_230707.png
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3. 教育におけるダイバーシティ＆インクルージョン 

「教育」 

No.14 (3)-1 あらゆる境界を越え、創造的で活力のある研究者・高度専門人材を育成する大学院

教育の展開, No.15 (3)-2 包括的学生支援の展開, No.16 (4)-1 世界から学生を惹きつける最先

端の国際プログラムの開発・提供等 
 
実績報告 

・外国人学生受け入れ研究室マッチング申し込みフォーム 

留学生のさらなる受け入れ増加をめざし、Googleフォームによる研究室のマッチングシステムを

設立した（令和５年 3月開始）。これにより、留学希望者の情報集約も可能となった。 
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・英語集中講座の実施 

令和 4年度は医学研究科と共同でアカデミック英語集中講座（オンライン）を開催した。本プログ

ラムは英国レスター大学から講師 2名を招致し、２週間の集中講義を実施した。 

 
英語集中コースのポスター 

  

 

 



（13 生命科学研究科） 

9 

・学振特別研究員採択採用数の増加 

本研究科の令和 5年度の学振特別研究員の採用数は学内で 3位となる 11名であった。博士課

程の定員が 1学年 30名と少ない研究科ながら学内で 3位ということは在籍数当たりの採択率は

高いと言える。令和 4年度申請分より研究科独自の学振特別研究員の採択申請書の閲覧制度

を開始するとともに、研究科独自で実施した学振セミナーの動画をオンデマンドでいつでも視聴で

きるようにした、これらの取り組みの成果が着実に反映されたと言える。 

・バイオ人材育成プログラム 

研究科が主催するバイオ人材育成プログラムでは修士課程からキャリア教育を行うことによって、

博士課程学生のキャリアへの高い意識が生まれるとともに、博士課程修了後のキャリアへの不安

を軽減することに繋がり、博士課程への進学率が高くなるという効果が生まれた。令和 4年度も

キャリアセミナーを開催した。また、キャリア相談の利用割合も年々博士課程学生（特に D2の学

生）の利用率が伸びている。なお、本プログラムは令和 5年度以降自走化できるよう、議論を重

ね、令和 4年度中に部局独自予算で永続的に実施していく道筋ができた。 

 
キャリア相談の利用割合 
 

・博士後期課程入学者の増加に繋がるオンライン入試制度 

コロナウイルス感染症への対応として令和 2、3年度にオンライン入試を実施したが、遠方からの

学生の受験が増加するなどのポジティブな効果があった。博士後期課程において、オンライン入

試を実施した令和 3年度入学者から入学者数が増加している（令和 5年４月は 22名入学、令和

4年 4月は 22名、令和 3年は 29名、令和 2年は 17名、令和元年は 19名、平成 30年は 13

名）そのため、令和 4年度より恒常的にオンライン入試を行うために制度を設計し、オンライン入

試を実施した。 
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博士後期課程の 4月入学者数 

 研究室マッチング申込フォーム.png,  Academic English 2022 flier for students 

(medicine, life sciences) -_ページ_1.png,  キャリア相談利用割合.png,  博士後期課程入

学者数_2304.png 

 

4. 研究におけるダイバーシティ＆インクルージョン 

「研究」 

No.18 (1)-1 自由な発想に基づく基礎研究の推進および新興・分野融合研究の開拓, No.21 (2)-2 

多様な研究力を引き出す研究支援機能の充実・強化, No.22 (3)-1 優秀な若手研究者の活躍促

進 
 

実績報告 

・学内トップレベルの科研費採択率 

本研究科は一人当たりの科研費の採択数が 1.23（令和 3年度実績）であり、一人当たりの採択

金額も学内でもトップレベルを維持している。部局独自の取り組みとして、科研費セミナーを 3年

連続開催し、アーカイブ化して視聴できるようにするとともに、令和 4年度より科研費採択課題の

申請書閲覧制度（基盤 B、基盤 C、若手研究、挑戦的研究（萌芽））を新たに実施した。 

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E7%A0%94%E7%A9%B6%E5%AE%A4%E3%83%9E%E3%83%83%E3%83%81%E3%83%B3%E3%82%B0%E7%94%B3%E8%BE%BC%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%A0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/Academic%20English%202022%20%20flier%20for%20students%20%28medicine%2C%20life%20sciences%29%20-_%E3%83%9A%E3%83%BC%E3%82%B8_1.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/Academic%20English%202022%20%20flier%20for%20students%20%28medicine%2C%20life%20sciences%29%20-_%E3%83%9A%E3%83%BC%E3%82%B8_1.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%82%AD%E3%83%A3%E3%83%AA%E3%82%A2%E7%9B%B8%E8%AB%87%E5%88%A9%E7%94%A8%E5%89%B2%E5%90%88.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%8D%9A%E5%A3%AB%E5%BE%8C%E6%9C%9F%E8%AA%B2%E7%A8%8B%E5%85%A5%E5%AD%A6%E8%80%85%E6%95%B0_2304.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%8D%9A%E5%A3%AB%E5%BE%8C%E6%9C%9F%E8%AA%B2%E7%A8%8B%E5%85%A5%E5%AD%A6%E8%80%85%E6%95%B0_2304.png
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令和 4年度科研費セミナーポスター 

・2件のムーンショットプロジェクトの推進 

本研究科では 2件のムーンショットプロジェクトに PMとして採択されており、（目標 4：微生物に

よる地球冷却 PM南澤究特任教授、目標 9：多様なこころを脳と身体性機能に基づいてつなぐ

「自在ホンヤク機」の開発 PM筒井健一郎教授）国内外でも有数の卓越した研究を推進してい

る。南澤究特任教授のプロジェクトはステージゲートである外部評価を経て、令和 5年度以降の

プロジェクト継続が決定した。 
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「微生物による地球冷却」プロジェクトの概略 
 

・プレスリリースを行った代表的な研究成果 

令和 4年度の発表論文のうちプレスリリースを行った代表的な成果 6件を紹介する 
 

・脳内環境を光ファイバーで読み出す てんかん増悪にともなうグリア細胞の酸性化を解明 

脳内の局所環境情報を光ファイバーで読み出す新技術を開発し、マウスを用いて、脳内代謝を司

る視床下部の環境をファイバーフォトメトリー法で光計測し、てんかんの発展にともなう脳内グリア

細胞内のカルシウム、pH、脳血流量のダイナミクスを追跡した。グリア細胞の酸性化応答が明ら

かになり、グリア細胞から神経細胞への作用がてんかんの増悪化に関与する可能性が示唆され

た。グリア細胞活動を制御することで、てんかんに対する新治療法が開拓されることが期待され

る。本論文の注目度を表す Altmetricsは 172と Top5%に位置付けられている。 

“Local brain environment changes associated with epileptogenesis.” Brain, DOI: 
10.1093/brain/awac355 

 ・世界初の脳活動の操作による霊長類うつ病モデル 

うつ病の脳内メカニズムの理解や治療薬の開発のためには、その病態を的確に再現した動物モ

デルの作出が極めて重要であり、ヒトと同じ霊長類で、脳の構造・機能や、それに基づく認知・情

動機能に共通性が高い、サルを用いた病態モデルの開発が望まれていた。ニホンザルを用い、

脳活動の操作によって、霊長類に人工的にうつ病を発症させることに、世界に先駆けて成功し

た。（世界初の脳活動操作による霊長類うつ病モデル）本成果によって、うつ病の発症機序や病



（13 生命科学研究科） 

13 

態の理解と、その予防と治療法の開発が進むことが期待される。実用的には、うつ病治療の新薬

候補の評価のためのモデルとして注目されている。本成果は朝日新聞 2022年 9月 30日付朝

刊 21ページに掲載されるなど広く報道された。 

“Depression induced by low-frequency repetitive transcranial magnetic stimulation to 
ventral medial frontal cortex in monkeys.” Experimental Neurology, DOI: 
10.1016/j.expneurol.2022.114168 

  

・東日本大震災の津波で変化した沿岸生態系が回復 延べ 500人余の市民ボランティアとの調

査で判明 

2011年 3月 11日の東日本大震災で発生した大津波は、仙台湾に点在する干潟に生息する生物

種を減少させるなど生態系に大きな影響を及ぼした。これら生態系がこれまでと異なった姿になる

のか、それとも元の姿に戻るかを評価するため、市民ボランティアとともに毎年継続的な調査を行

った。その結果、震災 7年後にはほとんどの干潟で生物群集が元の姿に戻ったことが確認され、

東北沿岸はレジリエンス（回復力）の高い生態系であることを解明した研究成果である。本研究成

果は日本経済新聞 2月 27日付朝刊 34ページに掲載されるなど、広く報道されている。 

“Recovery of macrobenthic communities in tidal flats following the Great East Japan 
Earthquake.” Limnology Oceanography Letters. DOI: 10.1002/lol2.10292 

  

・ニホンヤモリは外来種だった！ 遺伝子と古文書で解明したヤモリと人の 3千年史 

ニホンヤモリは約 3000年前に中国から九州に渡来後、人の移動や物流に便乗して東に分散し

たことを、ゲノムワイドの変異解析と古文書の記録で推定した。ニホンヤモリの分布拡大パターン

は日本社会の発展と同調しており、本研究は現在の生物分布と多様性に、近代以前の人と生物

の関係が強く影響していることを示す重要な研究成果であり、朝日新聞 2月 3日付朝刊 19ペー

ジに掲載されるなど広く報道された。また本研究の Altmetricsは 230 と Top5%に位置付けられ

ている。 

“The mutual history of Schlegel’s Japanese gecko (Reptilia Squamata Gekkonidae) and 
humans inscribed in genes and ancient literature.” PNAS Nexus, 
DOI: 10.1093/pnasnexus/pgac245 
 

・海綿から造血サイトカイン様の新規タンパク質 ThCを発見 ～骨髄増殖性腫瘍の発症メカニズ

ム解明の加速に期待～ 

海綿から造血サイトカインの性質を持つトロンボコルチシン（ThC）を発見し、ThCが新しいメカニ

ズムでサイトカイン受容体を活性化させることを解明した。今後、血液のがんである骨髄増殖性腫

瘍の発症メカニズム解明が期待される研究成果である。 

“A marine sponge-derived lectin reveals hidden pathway for thrombopoietin receptor 
activation.” Nature Communications, DOI: 10.1038/s41467-022-34921-2 
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・アフリカの栽培イネが芒（のぎ）を失った理由 ～アジアとアフリカで異なる遺伝子の選抜が起きた

ことを解明～ 

イネの芒（のぎ）は種子先端に形成される突起状の構造物で、野生イネでは自然状況下において

種子の拡散や種子の保護に役立っている。イネはアジアとアフリカの 2地域で独立に栽培化され

たが、どちらの地域のイネでも芒は栽培化の過程で失う方向に選抜された。アジアイネとアフリカ

イネでは異なる遺伝子が選抜されることにより、芒喪失という共通の表現型を達成することを解明

した研究成果である。Altmetricsは 81と Top5%に位置付けられている。 

"REGULATOR OF AWN ELONGATION 3, an E3 ubiquitin ligase, is responsible for loss of 
awns during African rice domestication. “ Proceedings of the National Academy of 
Sciences, DOI: 10.1073/pnas.2207105120 
 

・日本学術振興会賞の受賞 

本研究科の植田美那子教授が「受精から始まる植物のかたち作りの時空間動態と分子機構の解

明」で第 19回日本学術振興会賞を受賞した。 
 

・Top15％論文お知らせシステムの運用（6月、2月実施） 

URAセンターと連携し、Top15％の論文のお知らせメールを本研究科の URAが独自で配信でき

るように整備し、令和 4年度は 6月と 2月の 2回配信を実施した。今後も定期的に配信を行い、

被引用数のデータの推移の蓄積と、構成員への Top％論文率の向上の意識を醸成させていく。 
 

・生命科学研究科奨励賞 

本研究科では、基礎研究の支援と若手研究者の飛躍を助力することを目的に、生命科学研究科

奨励賞（研究科内グラント制度）を平成 16年度より実施しており、2022年度は 2名の若手研究

者の研究課題が採択となった。本制度の活用は本研究科の若手研究者の科研費の採択率の向

上に寄与している。 

・特別推進研究の採択 

本研究科の経塚淳子教授が令和 5（2023）年度科研費 特別推進研究に採択された。特別推進

研究は本学内においても平成 29年度以来の採択となる。 

 ★令和 4年度科研費セミナーポスター.png,  微生物による地球冷却の概略.png 

 
 

 

 

 

 

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E2%98%85%E4%BB%A4%E5%92%8C4%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E7%A7%91%E7%A0%94%E8%B2%BB%E3%82%BB%E3%83%9F%E3%83%8A%E3%83%BC%E3%83%9D%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%BC.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%BE%AE%E7%94%9F%E7%89%A9%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E5%9C%B0%E7%90%83%E5%86%B7%E5%8D%B4%E3%81%AE%E6%A6%82%E7%95%A5.png
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5. 地域社会におけるダイバーシティ＆インクルージョン 

「社会との共創」 

No.06 (2)-4 「社会とともにある大学」としての社会連携の強化, No.07 (2)-5 戦略的ファンドレイ

ジングの展開と支援者とのネットワーク強化, No.27 (1)-2 持続可能でレジリエントなグリーン未来

社会構築への貢献 
 
実績報告 

・生命科学研究科シンポジウム「生物多様性観測と自然の情報開示」の開催 

令和 4年 10月 31日にシンポジウム「生物多様性観測と自然の情報開示」を主催した。シンポジ

ウムは対面とオンラインのハイブリッドで開催し、あわせて、約 450名の参加があった。産官学そ

れぞれの立場からの講演後、パネルディスカッションでは活発な質疑応答が行われ、また、終了

後のアンケートにおいて、企業の参加者からは東北大からの連携の希望も多数あげられるなど、

自然関連財務情報開示タスクフォース（TNFD）への関心の高さが窺え、新たな連携の可能性を

見出す好機となった。生命科学研究科は今後もネイチャーポジティブを推進するために、様々な

関連企画を実施する予定である。 

  
研究科主催のシンポジウムのポスター         パネルディスカッションの様子 

・生命科学教育研究支援基金への寄附付き商品の販売 

生命科学研究科では、東北大学創立 115周年・総合大学 100周年を記念し、「生命科学研究科

オリジナルクリアファイル・絵葉書」を令和４年 9月 16日より東北大学生協購買全店舗及びWeb

ショップにて販売を開始した。これらの商品の売り上げの一部は東北大学基金「生命科学研究科 
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生命科学教育研究支援基金」に寄附される。好評を博し、既にクリアファイルは 400枚程が販売

された。 

 
東北大学生協HPでのオリジナルグッズの紹介ページ 

  

・JST共創の場形成支援プログラム（COI-NEXT）育成型への採択 

国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）の「共創の場形成支援プログラム（COI-NEXT）」に

近藤倫生教授がプロジェクトリーダーとなる「ネイチャーポジティブ成長社会実現拠点（共創分野・

育成型）」が採択された。 

・研究科同窓会の連携整備 

同窓生とのつながりを深くするために、研究科同窓会の整備を行うとともに、研究科の現状を伝え

るお知らせメールの配信を開始した。（令和４年 10月、令和５年 3月に配信） 

・市民科学（シチズン・サイエンス）の推進 

生命科学研究科では市民科学（シチズン・サイエンス）の推進に積極的に取り組んでいる。近藤倫

生教授が主導する ANEMONEでは市民ボランティアによる環境 DNA調査が行われ、市民ボラ

ンティアによる観測データは ANEMONE DBに収録され、幅広く活用が可能となっている。また、

南澤究特任教授がプロジェクトマネージャーを務める内閣府主導のムーンショット型研究開発事

業「資源循環の最適化による農地由来の温室効果ガスの排出削減」の一環として実施中の市民

科学プロジェクト「地球冷却微生物を探せ」は既に全国 47都道府県から 649名が参加し、全国

930地点から 1312個の土壌サンプル、全国 1665地点から 8530個の気体サンプルが集まって

いる（令和５年 3月 3日現在）。 
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・みちのく GAPファンド特別枠への採択 

東北大学発ベンチャーの創出の加速に関連し、みちのく GAPファンド特別枠（2000万円、令和

4年度から開始）において、「AUTAC技術を基盤とするオートファジー創薬の事業化検証」が採択

された。本学からは唯一の採択である。 
https://michinoku-academia-startup.jp/cms/wp-content/uploads/masp_michin... 
  

 ★東北大学生命科学研究科シンポジウム「生物多様性観測と自然の情報開示」.png,  パネ

ルディスカッションの様子.JPG,  東北大学生協.png 

 

6. 教員の研究時間確保の取り組み 

「教員の研究時間確保」 

No.21 (2)-2 多様な研究力を引き出す研究支援機能の充実・強化, No.46 (1)-2 全学 DX による

デジタル・キャンパスの推進, No.47 (1)-3 危機管理体制の機能強化 
 

実績報告 

・DX化による業務改革 

ア）入試説明会・大学院入試をコロナ禍収束後も恒常的にオンライン実施する方針に変更した。 

令和 4年度より大学院入試（自己推薦入試・I期・II期・外国人留学生等）は、すべて Zoomによ

る面接試験として実施した。筆記試験の廃止により、作題会議や試験当日の作題者待機にかけ

る膨大な時間を削減した。他キャンパスから試験会場への教員の移動時間も不要となった。海外

にいる受験生にも好評である。 

入試説明会は研究科 YouTubeチャンネルを利用した動画オンデマンド配信（登録者のみ閲覧可

能）と、Zoomによるライブ面談により実施した。対面での入試説明会（従来は仙台と東京で開催）

よりも、教員の労力・移動を含む拘束時間を減らし、しかも全国から多くの参加者を集めることに

成功した。 
 

イ）教授会の「完全オンライン化」を実現した。 

本研究科は青葉山・片平・星陵・浅虫（青森県青森市）等のキャンパスに分散しているため、教授

会等における教員の移動時間を無くすと、教員によって１回あたり１時間から数時間の研究時間

を創出できる。 

オンライン教授会・運営機構会議の実施により、令和 4年度は延べ 216時間分の教員研究時間

を創出した。会議オンライン化は、所属教員から高い評価を受けている。 

  （※延べ時間の積算根拠は下記の通り） 

   基幹講座教員青葉山所属 11名 往復 1時間 ×教授会 12回 132時間 

浅虫 1名、往復 4時間×12回 48時間 

運営機構 青葉山所属 3名 往復 1時間 ×運営機構 12回 36時間 

https://michinoku-academia-startup.jp/cms/wp-content/uploads/masp_michinokugapfund2022.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E2%98%85%E6%9D%B1%E5%8C%97%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E7%94%9F%E5%91%BD%E7%A7%91%E5%AD%A6%E7%A0%94%E7%A9%B6%E7%A7%91%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%83%9D%E3%82%B8%E3%82%A6%E3%83%A0%E3%80%8C%E7%94%9F%E7%89%A9%E5%A4%9A%E6%A7%98%E6%80%A7%E8%A6%B3%E6%B8%AC%E3%81%A8%E8%87%AA%E7%84%B6%E3%81%AE%E6%83%85%E5%A0%B1%E9%96%8B%E7%A4%BA%E3%80%8D.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%83%91%E3%83%8D%E3%83%AB%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%B9%E3%82%AB%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3%E3%81%AE%E6%A7%98%E5%AD%90.JPG
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%83%91%E3%83%8D%E3%83%AB%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%B9%E3%82%AB%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3%E3%81%AE%E6%A7%98%E5%AD%90.JPG
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E6%9D%B1%E5%8C%97%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E7%94%9F%E5%8D%94.png
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 ウ）バーチャル空間に運営機構の会議室を常設し、移動時間をかけずに機動的な活動を行った。 

当研究科の運営機構は原則月１回、オンライン(Zoom)で実施している。今年度は、ビジネスメッ

セージングツール Slackを導入し、定例会議以外にも随時意見交換を行える環境を整えた。これ

により臨時会議を設定する頻度が下がり、スケジュール調整にかかる時間も削減できた。災害時

にも Slackを活用することで執行部間の情報共有をスムーズに進めることにも繋がった。 
 
 

エ）新型コロナウイルス感染症・地震など、災害時対応の対策本部のバーチャル空間(Zoom)と

（必要に応じて）現地のハイブリットで行う体制を構築した。 

勤務時間外の災害にあたっても各教員・事務職員の負担を低減し、効率的な運営を構築するた

めに、1) 被災状況報告フォーム（Googleスプレッドシート）URLを、あらかじめ各研究室に周知・

共有する準備、2) 対策本部教員と係長以上の職員を登録した緊急連絡用 Googleグループ（メー

リングリスト）作成をおこなった。複数のメンバーが関わっていても、連絡漏れやタイムラグがなく

なり、効率的な情報共有と意思決定が可能となった。災害時被害状況等は、各分野がフォームに

直接入力することとし、少ない労力で教員間での被害情報共有が可能となった。また、災害時対

応の情報を一つに集約し、いざという時により使いやすいように情報を一つに集約し、構成員がい

つでも閲覧できるようにした。 
 
 

オ）大学院授業のオンデマンド化を推進し、教員がまとまった研究時間を確保できる体制を構築し

た。 

研究活動は、教員と学生との緊密なディスカッションによって大きく前進する。しかし、従来は、教

員側の講義・会議と、学生の講義聴講のスケジュールが合わず、効率的な指導が難しい時期が

あった。 

現在、当研究科が進めている大学院講義のオンデマンド化は、教員・大学院生双方のスケジュー

リングに高い自由度を与える。教員は、まとまった研究時間を創出することが可能となり、大学院

生の指導やディスカッションを高い頻度で実施出来るようになった。 
 
 

・URA・技術職員・非常勤職員の戦略的な配置による教員担当業務の軽減 

大学・部局評価資料作成・広報・安全衛生管理・共通機器管理・英語による留学生対応など、研

究科運営に欠かすことのできない役割を担う職員（URA1名、技術職員 4名、非常勤職員）を戦

略的に配置することにより、教員の業務負担を大幅に軽減した。また、令和 4年度に本研究科の

URAは一般社団法人リサーチ・アドミニストレータースキル認定機構の認定 URAとして認定され

るなど、各職員は研修などを自主的に受講し、業務の高度化を進めている。 
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・各種委員会の所掌事項の整理および統廃合による教員担当業務の軽減 

当研究科では、委員会の所掌業務を令和 3年度に引き続き令和 4年度に改めて整理し、一部委

員会の統廃合を行った。これにより、教員が委員会業務に携わる時間数を削減することができ

た。 

  

・フォームまとめサイトの作成 

DX化により、Googleフォームを利用する機会が多くなっているが、散在していてフォームを探す

のが手間だという声が挙げられたため、研究科が作成しているフォームを一か所にまとめて表示

するウェブページを作成し、利便性を高めた。 

 
フォーム等まとめサイト 

 フォームまとめサイト_1.png 

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%81%BE%E3%81%A8%E3%82%81%E3%82%B5%E3%82%A4%E3%83%88_1.png

